
文化をツールとしたまちづくり事業

1 .背景・事業概要

基本施策8「文化によるまちづくりの推進」

・文化をツールとした地域課題の解決
本市が抱える地域の諸課題を有効に解決するため、福祉や子育て支援等の分野
において、市民の興味を引き、参加がしやすい文化をテーマに施策を実施し、
文化が根付く住みよいまちの実現に取り組みます。

・文化をツールとした地域活性化
観光客数の増加、まちなかの賑わいの創出、地域経済の活性化などを促進する
ため、観光、産業振興等に文化を活用し、相乗効果により、まちの魅力をさら
に高め、都市イメージの向上やシビック・プライドの醸成につなげます。

⇒地域課題に関する要素を取り入れたコンサート等の文化事業を実施すること
で、市民の課題に係る意識付けを行うとともに、文化・芸術に親しむきっかけ
ともしていただき、文化が根付く住みよいまちとして、市への愛着心を向上さ
せる一助とする。

2 .令和6年度ホールで実施された事業

4 .令和7年度の実施内容

《防犯防災分野》防災訓練コンサート

消防音楽隊や警察音楽隊による親しみやすいコンサートに加え、「地震が発生した際に自分の
身を守る３つの行動」を身につけるシェイクアウト体験や、消防・警察車両の展示、防災指導車
であるグラドン号を利用した地震体験等、消防・警察に関する展示や体験を合わせて行い、防災
や防犯の要素を取り入れたコンサート事業として実施する。

⇒市民の防災・防犯に係る意識付けと有事に備えるきっかけづくりを行う。

資料③

3 .考えられる地域課題と取組案

・福祉分野…障害の有無により、芸術体験を楽しめる機会の数に差が

生じている。
⇒字幕付きのミュージカル等、聴覚に障害があっても、視覚や触覚にて
楽しめる事業を実施することで、誰もが芸術体験をできる場を作る。

・人権分野…同和問題をはじめとする人権問題の解決に向け、

市民の人権意識の高揚を図る取組みが必要である。
⇒コンサートに人権の要素を取り入れた事業を実施することで、ふだん
人権問題に関わりの薄い市民の興味を引く。

・防犯防災分野…日常生活に密接に関わる防犯・防火やいつ発生するか

わからない災害については、誰もが常に意識する必要がある。
⇒コンサートと防犯防災を結びつけることで難しい問題を親しみやすくし、
幅広い対象への啓発効果を高める。

安心 安全防災訓練コンサート
（全来場数：1,000人）

・地震を想定した避難訓練を組み込んだ、
消防・警察音楽隊等によるコンサートの実施。

・消防車、起震車、自衛隊車両、白バイ、
パトカーの展示の実施。


